
古　　墳（北栄町役場大栄庁舎）防　空　壕（旧北条中学校跡）

と
こ
ろ　

由
良
宿

　

西
穂
波
に
あ
っ
た
も
の
を
、(

昭
57
年)

現

在
の
場
所
に
移
転･

復
元
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ　

田
井

　

田
井
・
国
坂
浜
の
周
辺
数
か
所
に
、
か
つ

て
海
軍
の
通
信
基
地
が
あ
り
ま
し
た
。
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表
紙
写
真

大
栄
中
学
校
運
動
会

　
「
心
は
一
つ
」

 

9
月
8
日
撮
影

発
行
責
任
者

　

議　

長　

青
亀　

恵
一

編
集

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

石
丸　

美
嗣

　
副
委
員
長　

奥
田　

伸
行

　
　
　
　
　

長
谷
川
昭
二

　
　
　
　
　

井
上
信
一
郎

　
　
　
　
　

前
田　

栄
治

　
　
　
　
　

飯
田　

正
征

＊
北
尾
公
民
館

 

11
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

18
時
30
分
〜

＊
米
里
公
民
館

 

11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

19
時
00
分
〜

＊
国
坂
浜
公
民
館

 

11
月
11
日
（
日
）

 
 
 
 
 

19
時
00
分
〜

2
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知っとんなる？こんな北栄

議会だより

北 栄

議
会
だ
よ
り北
栄

8町
政 問
平成23年度決算

小学生スポーツ
北条野球スポーツ少年団大栄バレーボール育成会

主将、捕手：錦
にしき

田
だ

 拓
たく

斗
と

くん (前列右から３人目)
　　　投手：福

ふく

庭
ば

 瑠
る

璃
り

ちゃん（前列左端）
　６年生最後の公式戦（東伯郡学童野球選手権秋季大会・
決勝戦）におじゃましました。1点ビハインドのまま最終
回。応援席からも、そろいのＴシャツで熱い声援がとびま
す。家庭でもこの大会に向けて、一丸となって臨んでこら
れたそうです。結果は１－０で惜敗し、準優勝で終わりま
したが、最後まで前を向いて胸を張る姿は、とてもかっこ
よかったです!!
（～キャプテン錦田君から後輩たちへ～）
僕はこのチームが大好きです。
だから、今よりもっと強くなって下さい。

主　将：今
いま

田
た

 紫
し

苑
おん

ちゃん（前列中央）

副主将： 長
は

谷
せ

川
がわ

 梨
り

乃
の

ちゃん・福
ふく

光
みつ

 舞
まい

香
か

ちゃん
(前列左から４人目・後列右端）

　「中部バボちゃんリーグ」で優勝した翌週の練習におじゃ
ましました。もう次の目標（スポ少バレーボール交流大会・
中部予選）に向けて、練習に熱が入ります。体育館に響く
子ども達の大きな声とボールの音…。コートの外では保護
者も真剣なまなざしです!!
　監督の指導も時には厳しく、「子どもが自分で納得ので
きるバレー」「子も親も、指導者も成長できるクラブ」を
目指していらっしゃるそうです。
（～キャプテン今田さんから大会に向けた抱負～）
中部では絶対優勝!県大会は上位を狙っていきたいです!!

ふるさと館ふるさと館特集 国坂浜には門柱も残っていて、町内に見
られる唯一の軍事遺産。

全長40ｍの前方後円墳の一部（横穴式石
室）。

頑張ってます！頑張ってます！

お待ちして
います♪

議
会
出
前
座
談
会
の

ご
案
内
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　平成23年度大栄歴史文化学習館（青山
剛昌ふるさと館）特別会計において、議会
への説明と県からの通知内容に異なる部分
があり、紛糾し、採決の結果、可決認定（賛
成８、反対６）されました。
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どうする!?

　
　
　

長
谷
川
昭
二

　

産
業
振
興
の
事
業
目
的
に
沿
う
、

見
直
し
の
詳
細
説
明
は
い
つ
か
。

　

人
件
費
の
見
直
し
は
。

　
　
　

松
本
町
長

　

県
の
指
導
に
沿
っ
て
早
期
に
見
直

し
、
内
容
を
報
告
す
る
。

　

現
在
は
２
人
分
を
一
般
会
計
か
ら

支
出
し
て
い
る
（
当
初
は
３
人
）。

当
面
こ
の
体
制
で
い
き
た
い
。

　
　
　

池
田
捷
昭

　

実
態
は
目
的
外
使
用
と
考
え
る
。

国
に
判
断
し
て
も
ら
う
べ
き
だ
。

　
　
　

松
本
町
長

　

県
か
ら
内
諾
を
得
た
。
必
要
で
あ

れ
ば
、
県
と
協
議
し
国
に
問
い
合
わ

せ
る
。

　
　
　

阪
本
和
俊

　

誠
意
を
持
っ
て
対
応
せ
よ
。
受
入

体
制
が
お
粗
末
で
あ
る
。

　
　
　

松
本
町
長

　

対
応
し
て
い
く
。

　

コ
ナ
ン
は
大
き
な
財
産
で
あ
り
、

地
域
の
方
に
愛
さ
れ
る
取
り
組
み
を

進
め
る
。

　
　
　

石
丸
美
嗣

　

農
業
振
興
を
中
心
と
し
た
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

松
本
町
長

　

コ
ナ
ン
と
の
相
乗
効
果
を
期
待
し
た

が
、い
ま
だ
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
　

渡
邉
政
策
企
画
課
長

　

ま
ず
は
体
験
農
園
を
復
活
さ
せ
、

農
業
の
普
及
の
た
め
に
活
用
し
、
当

初
目
的
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

前
田
栄
治

　

県
の
通
知
内
容
を
知
っ
て
い
た
の

か
。
議
会
へ
の
説
明
と
異
な
っ
て
い

た
こ
と
を
、
謝
罪
す
べ
き
だ
。

　
　
　

松
本
町
長

　

記
憶
に
な
い
。

　

詳
細
説
明
が
不
足
し
て
お
り
、
結

果
と
し
て
議
会
を
だ
ま
し
て
し
ま
っ

た
。
心
か
ら
お
詫
び
す
る
。

　
　
　

山
下
昭
夫

　

一
般
会
計
か
ら
の
借
入
残
額
が
分

か
る
よ
う
、毎
年
表
示
を
す
べ
き
だ
。

　
　
　

松
本
町
長

　

対
応
す
る
。

問答問答問答

問答答問答問答

【
反
対
討
論
】

 

長
谷
川
昭
二

　

本
来
の
使
用
目
的
に
関
し
、
疑
義
が

生
じ
て
い
る
。
人
件
費
の
一
部
が
一
般

会
計
か
ら
支
出
さ
れ
、会
計
が
不
明
朗
。

 

池
田
捷
昭

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
の
議
会
説
明
が
不

十
分
だ
っ
た
。使
用
目
的
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
議
論
が
必
要
。

 

石
丸
美
嗣

　

本
来
の
目
的
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
議

会
へ
の
説
明
・
報
告
も
偽
り
で
あ
っ
た

こ
と
は
町
民
に
対
す
る
背
任
行
為
で
あ

り
、
容
認
で
き
な
い
。

 

阪
本
和
俊

　

農
業
体
験
学
習
や
文
化
財
保
護
の
、

当
初
事
業
目
的
と
違
っ
て
い
る
。
集
客

に
あ
た
っ
て
の
心
遣
い
が
足
り
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

 

浜
本
武
代

　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
、
北
栄
町

の
顔
と
な
っ
て
い
る
。
県
と
は
誠
実
に

対
応
す
る
こ
と
。
議
会
と
執
行
部
の
信

頼
関
係
も
必
要
。

 

前
田
正
雄

　

入
館
者
数
、
前
年
対
比
１
１
８
・
２
％

と
実
質
収
支
黒
字
決
算
を
高
く
評
価
す

る
。
反
対
の
理
由
は
決
算
に
は
関
係
な

い
。

 

井
上
信
一
郎

　

今
後
も
コ
ナ
ン
を
核
に
ふ
る
さ
と
館

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
、
町
の
Ｐ
Ｒ
や
活
性
化
に
つ
な

が
る
。

 

津
川
俊
仁

　

現
在
の
ふ
る
さ
と
館
が
、
目
的
外
利

用
と
決
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
後

は
農
業
体
験
の
充
実
を
要
望
す
る
。

①
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
の
運
営

収
支
計
画
を
再
検
討
し
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
（
借
入
）
抑
制
に

努
め
る
こ
と
。

②
収
支
計
画
に
基
づ
き
、
一
般
会

計
へ
確
実
に
繰
出
（
返
済
）
す
る

こ
と
。

③
収
支
計
画
の
再
検
討
に
お
い
て

は
、
開
館
目
的
を
再
確
認
し
、
そ

の
達
成
に
最
大
限
努
め
る
こ
と
。

【
反
対
議
員
】

　

阪　

本
・
石　

丸
・
長
谷
川

　

池　

田
・
山　

下
・
奥　

田

【
賛
成
議
員
】

　

宮　

本
・
前
田
正
・
浜　

本

　

津　

川
・
清　

水
・
井　

上

　

前
田
栄
・
飯　

田

コ
ナ
ン
と
農
業

附
帯
決
議

附
帯
決
議

当
初
目
的
は
農
業
体
験
施
設

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
「
特
別
展
示
」

可
決
可
決

【

賛否あり

議
会
で
は
、
平
成
23
年
度
予
算
に
対
し
、

意
見
を
つ
け
て
決
議
し
ま
し
た
。

借入予定額　　１億300万円
　　　　　　         ↓
実際の借入額　9,900万円

①経費の削減により借入が減少
②24年度の返済予定額、450万円
③開館目的の再確認が必要

追跡

Ⓒ青山剛昌／小学館　週刊少年サンデー連載中 
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自主財源　
27％

依
存
財源　73％

町税
16.3％

諸収入
 4.6％

繰入金 1
.1％

その他
4.8％

国庫支出金
7.7％

県支出金
9.1％

町債
（借金）
8％

交
付
金
 2.2％

交付税・譲与税
46％

82億7千万円2億7千万円
歳 入
入ったお金

衛生費
（環境・
健康診断）
7.5％

議会費
1.5％

教育費
6.6％

民生費
（こども園・
医療・福祉）
34％

総務費
17.5％

公債費
（借金返済）
14％

土木費
9.8％

79億6千万円9億6千万円
歳 出
使ったお金

商工費
0.5％

災害復旧費
0.5％

農林水産
業費 
5.5％

消防費
3.0％

　９月12日から26日まで、９月定例会が開催されました。決算審査では、平成23年度
の一般会計ほか10の特別会計と水道事業会計について審議され、すべて認定されました。

平成23年度
決 算

賛
否
あ
り

阪　

本

石　

丸

長
谷
川

長
谷
川

宮　

本
・
前
田
正
・
池　

田

浜　

本
・
津　

川
・
山　

下

清　

水
・
井　

上
・
前
田
栄

飯　

田
・
奥　

田

阪　

本
・
石　

丸
・
宮　

本

前
田
正
・
池　

田
・
浜　

本

津　

川
・
山　

下
・
清　

水

井　

上
・
前
田
栄
・
飯　

田

奥　

田

長
谷
川
昭
二

長
谷
川
昭
二

　

同
和
対
策
事
業
が
、
客
観
的
地
域
格
差

は
解
消
し
て
い
る
の
に
、
差
別
意
識
を
理

由
に
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　

被
保
険
者
の
負
担
能
力
を
越
え
て
い
る

の
に
軽
減
が
な
い
。
高
齢
者
を
差
別
す
る

制
度
の
廃
止
を
求
め
る
。

【
賛
成
議
員
】

【
賛
成
議
員
】

【
反
対
議
員
】

【
反
対
議
員
】 反

対
討
論

反
対
討
論

可
決
可
決

飯

田
可
決
可
決

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計

介
護
保
険
会
計

国
保
・
介
護
・
後
期
医
療
会
計　

決
算

前年に比べて、借金は21億円減りましたが、
貯金も１億円減りました。

29億円
236億円借金

貯金

質質 疑疑 ああ れれここれれ

　
　
　

津
川
俊
仁

　

こ
け
な
い
体
講
座
な
ど
介
護

予
防
事
業
の
効
果
は
。

　
　
　

鎌
田
福
祉
課
長

　

３
か
月
の
講
座
後
に
は
、
筋

力
が
つ
い
た
自
覚
が
本
人
に
も

あ
る
。
ま
た
、
自
助
努
力
に
つ

い
て
の
啓
発
も
し
て
い
き
た
い
。

問答

　
　
　

津
川
俊
仁

　

本
町
で
福
祉
事
務
所
を
持
っ

て
み
て
の
感
想
は
。

　
　
　

松
本
町
長

　

当
初
は
心
配
し
た
が
、
職
員

も
研
修
な
ど
努
力
し
、
運
用
も

う
ま
く
い
っ
て
い
る
。

　
　
　

井
上
信
一
郎

　

要
援
護
者
台
帳
シ
ス
テ
ム
の

実
際
の
活
用
は
。

　
　
　

鎌
田
福
祉
課
長

　

関
係
機
関
共
有
方
式
。
大
変

な
面
も
あ
る
が
、
町
が
責
任
を

持
っ
て
自
治
会
へ
の
情
報
提
供

（
本
人
の
同
意
が
必
要
）
を
行

う
。

　
　
　

飯
田
正
征

　

狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
全
頭

対
象
に
実
施
し
て
は
。
接
種
機

会
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

磯
江
健
康
推
進
課
長

　

犬
を
登
録
し
て
い
る
家
庭
に

は
、
す
べ
て
案
内
を
出
し
て
い

問答問答問答

る
。
病
院
で
の
個
別
接
種
が
多

く
、
回
数
や
場
所
の
増
は
考
え

て
い
な
い
。

平成23年度決算　審議結果
（会計名は正式名称ではありません。）

決算額（万円）
審議結果歳入

（A）
歳出
（B）

繰越額
（C）※４

差引額
（A－B－C）

▶一般会計 827,241 796,419 9,689 21,133 賛11反3

認　定
主
な
特
別
会
計

▶国民健康保険 183,708 183,514 0 194 賛13反1

▶介護保険 154,715 153,418 156 1,141 賛13反1

▶住宅新築資金等貸付 1,004 3,781 0 △2,777

全会一致▶下水道 139,332 140,202 55 △925

▶風力発電 27,497 27,117 0 380

▶大栄歴史文化学習館
　（青山剛昌ふるさと館） 16,254 16,020 0 234 賛8反6

▶後期高齢者医療 13,909 13,611 0 298 賛13反1

※4　H23年度に事業が実施されなかったため、翌24年度に実施することになった額。
※１　自由になる財源の内、借金返済の割合。
※２　実質的な債務は、自由になる財源の何年分か。

健全化判断比率（％）

区　分 23年度
（22年度）

早期健全化
基　準

財政再生
基　準

イエローゾーン レッドゾーン

実質赤字比率 赤字なし
（赤字なし） 14.82 20.00

連結赤字比率 赤字なし
（赤字なし） 19.82 35.00

実質公債費比率※１ 20.2
（21.6） 25.0 35.0

将来負担比率※２ 147.4
（156.0） 350 －

資金不足比率 3.1
（不足なし）

経営健全化基準

20.0

すべて認定!!!!

こんな事業やりました
◎北条こども園施設整備事業 （６億3,243万円）
◎小中学校扇風機整備事業 （175万円）
◎住宅リフォーム助成事業 （108件　781万円）
◎太陽光発電システム等設置補助 （1,217万円）
◎新規予防接種事業 （1,605万円）
　　高齢者（肺炎球菌）665人
　　中高生女子（子宮頸がん）　185人
　　幼児（ヒブ※３・肺炎球菌）　172人
  ※３　乳幼児の細菌性髄膜炎を引き起します。

◎災害復旧事業 （3,969万円）
　　　台風12・13号、５月豪雨
◎小学校少人数学級事業 （500万円）
　　　3・4年生33人学級（県基準35人）
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井
上
信
一
郎

①
正
規
の
貸
付
料
の
算
定
根
拠
と
、

50
円
／
㎡
に
減
額
す
る
理
由
は
。

②
社
会
情
勢
や
経
済
状
況
も
変
化
し

て
い
く
中
、
20
年
間
定
額
で
は
な

く
、
期
間
を
区
切
っ
て
協
議
・
改
訂

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
だ
。

　
　
　

松
本
町
長

①
周
辺
地
の
固
定
資
産
税
か
ら
算

定
。
減
額
単
価
は
、
業
者
の
希
望
価

格
。

②
契
約
書
の
中
に
規
定
す
る
。

問答

　
　
　

前
田
栄
治

　

業
者
に
よ
っ
て
配
線
内
容
に
差
が

な
い
よ
う
に
。
ま
た
、
各
家
庭
で
業

者
を
指
定
で
き
る
か
。

　
　
　

渡
邉
政
策
企
画
課
長

　

家
の
構
造
に
も
よ
る
が
、
壁
に
穴

を
あ
け
な
い
よ
う
に
徹
底
す
る
。
町

指
定
業
者
の
中
か
ら
選
べ
る
よ
う
に

申
し
入
れ
る
。

　
　
　

前
田
正
雄

　

多
機
能
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
撤
去
・
廃
棄
費

用
は
含
ま
れ
る
の
か
。
撤
去
時
期
及

び
Ｊ
Ａ
と
の
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

の
協
議
は
。

　
　
　

渡
邉
政
策
企
画
課
長

　

含
ま
れ
て
い
る
。
工
事
と
同
時
に

撤
去
す
る
の
で
、Ｊ
Ａ
と
協
議
を
し
、

撤
去
ま
で
に
間
に
合
う
と
い
う
、
回

答
を
も
ら
っ
て
い
る
。

問答問答

　
　
　

津
川
俊
仁

 

体
験
農
園
復
活
の
、
魅
力
的
な
具

体
策
は
。

　
　
　

渡
邉
政
策
企
画
課
長

　

花
壇
苗
や
さ
つ
ま
芋
の
収
穫
体
験

な
ど
観
光
客
へ
の
魅
力
と
し
た
い
。

問答 ふ
る
さ
と
館
横
体
験
農
場
活
用
事
業

（
２
０
３
万
８
千
円
）

　
　
　

津
川
俊
仁

 

予
防
接
種
代
１
万
１
、０
９
０
円

は
全
額
補
助
か
。

　
　
　

磯
江
健
康
推
進
課
長

　

本
町
は
全
額
補
助
。

問答 ポ
リ
オ
予
防
接
種
事
業

集
団（
経
口
）か
ら
個
別（
注
射
）へ

（
４
４
６
万
５
千
円
）

　
　
　

石
丸
美
嗣

　

修
繕
費
の
内
訳
は
。

　
　
　

飯
田
地
域
整
備
課
長

　

12
か
所
の
修
繕
と
増
速
機
の
調
査

費
、
今
後
の
修
理
見
込
み
。

問答 風
力
発
電
会
計 

修
繕
費

（
２
千
２
３
３
万
７
千
円
）

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
用
地
使
用
料

（
61
万
５
、６
５
０
円
）

　
　
　

長
谷
川
昭
二

　

工
期
と
運
用
開
始
時
期
は
い
つ
か
。

　

伝
送
路
の
総
延
長
、
工
事
単
価
の

大
栄
と
北
条
と
の
比
較
は
。

　
　
　

渡
邉
政
策
企
画
課
長

　

工
期
は
、
議
決
の
翌
日
か
ら
、
来

年
12
月
11
日
ま
で
。
来
年
12
月
中
に

運
用
開
始
予
定
。

　
　
　

津
川
俊
仁

　

２
社
が
辞
退
し
て
随
意
契
約
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、そ
の
理
由
は
。

　
　
　

渡
邉
政
策
企
画
課
長

　

北
条
地
区
と
同
じ
機
器
を
使
う
と

い
う
条
件
が
、
ク
リ
ア
で
き
な
か
っ

た
。 問答問答 大

栄
地
域
情
報
通
信基盤

整
備
工
事

（
ひ
か
り
化
工
事　

約
７
億
円
）

質質 疑疑 ああ れれここれれ

工
事
請
負
契
約
の
締
結

24
年
度 

補
正
予
算

財
産
の
減
額
貸
付

　9月定例議会において、１件の請願と６件の陳情を委員会審査し、採択３件、不採択１件となりました。
　また、総務委員会提案により、北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求めるため、政府等に意見書を提出
しました。請願・陳情の審査結果は、次のとおりです。

請願件名 請願者（紹介議員） 採　決 主な委員会意見

地方財政の充実・強化を求める請願
自治労鳥取県本部
北栄町職員労働組合
（津川　俊二　議員）

採　択
全会一致

地方財政予算全体の安定確保を図るため。
→政府に意見書を提出。

陳情件名 陳情者 採　決 主な委員会意見

年金額2.5％削減法案の撤回を求める
陳情

全日本年金者組合
鳥取県中部支部

不採択
賛成　13
反対　 1

これからの世代にとって、安心して生活で
きない国になってしまうため。
→措置なし。

最低賃金の引き上げと安定雇用の創
出、中小企業支援策の拡充を求める意
見書採択の陳情

鳥取県労働組合総連合 採　択
全会一致

最低賃金を大幅に引き上げて、働く貧困層
をなくすために中小企業支援策を拡充し、
早急な日本経済の景気回復へつなげるため。
→政府に意見書を提出。

少人数学級の推進など定数改善、義務
教育費国庫負担制度２分の１復元に係
る意見書採択の要請について

鳥取県教職員組合 採　択
全会一致

豊かな教育環境を整備するため。
→政府に意見書を提出。

請 願・陳 情 審 査 し ま し た

総延長
（km）

工事単価
（万円/km）

大
栄 90 778

北
条 74 852

○●○　今回の研修で感じた　『ひと言』　○●○
 
①障がい者雇用の促進▶行政による就労支援、雇用環境の整備に取り組むべきだ。
　●発達支援システム▶幼児期から就労期まで一貫した支援。本町も研修会を開くなど、支援充実を求める。
②グリーンツーリズム▶行政はもとより、他団体を巻き込めば農業活性化につながり、道は開ける。
　●民泊・農業体験▶ありのままの姿を提供していることこそが魅力。一度で終わらない手法を。
　●メガソーラー▶本町にも、見学者に発電の仕組みを伝えるシステムを設置しては。
　●まちづくり▶電動自転車、電気自動車でコナンの町を散策してもらっては。

終わらな 手法を。
しては。

詳しい報告内容と、写真の説明を
議会ホームページに掲載しています。

研
修
報
告

北栄町で
グリーンツーリズムを！

①障がい者福祉
　（滋賀県湖南市）

②まちづくり
　（長野県飯田市）

★



ここを う問町
政

答「
鳥
取
県
」

ふ
る
さ
と
館

誰
が
許
可
？

許
可
？

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

石
丸
美
嗣
議
員

石
丸
美
嗣
議
員

9月定例会では9人の議員が23問の一般質問を行いました

池
田
捷
昭
議
員
・
阪
本
和
俊
議
員

池
田
捷
昭
議
員
・
阪
本
和
俊
議
員

池田　捷昭

　
　
　
　
　
　

議
会
全
員

協
議
会

（
平
成
18
年
６
月
）
で
、

大
栄
歴
史
文
化
学
習
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

は
、
県
の
内
諾
を
受
け
て

い
る
と
説
明
を
受
け
た
。

当
時
、
県
の
ど
の
部
署
が

許
可
し
た
の
か
。

阪
本

　
　
　
　
　
　

展
示
内
容
の

見
直
し
に
つ

い
て
回
答
い
た
だ
い
た
の

は
、
当
時
の
「
鳥
取
県
企
画

部
地
域
自
立
戦
略
課
」
で
あ

る
。 町

長

　
　
　
　
　
　

展
示
の
見
直

し
に
よ
り
来

場
者
が
格
段
に
増
え
る
と
と

も
に
、
効
果
が
よ
り
高
ま
っ

た
。
た
だ
、
体
験
農
園
の
活

用
や
歴
史
・
文
化
的
資
産
の

活
用
、
普
及
な
ど
で
取
り
組

み
が
弱
か
っ
た
の
は
事
実
。

大
い
に
努
力
の
余
地
が
あ

り
、
反
省
し
て
い
る
。
今
後
、

本
町
農
業
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
・

農
産
物
販
売
促
進
や
歴
史
文

化
の
紹
介
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。
た
だ
し
、
現
在
の
展

示
を
主
要
な
内
容
と
し
て
続

け
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　

も
と
も
と

は
、
農
業

振
興
の
拠
点
施
設
。

①
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

県
の
了
解
を
得
て
い
る
と

議
会
に
説
明
が
あ
っ
た

が
、
県
と
協
議
し
て
い
た

の
は
限
定
特
別
展
示
だ
っ

た
。

②
特
別
展
示
の
県
へ
の
経

過
報
告
は
。

③
目
的
外
使
用
に
よ
る
、

補
助
金
の
返
還
は
あ
る
の

か
。 池

田

　
　
　
　
　
　

①
当
時
、
県

か
ら
の
指
導

に
つ
い
て
、
議
会
説
明
が
不

十
分
で
あ
っ
た
。
認
識
が
薄

か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

②
「
２
〜
３
年
程
度
で
利
活

用
の
状
況
及
び
見
直
し
内
容

を
県
へ
説
明
」と
あ
る
た
め
、

今
後
は
、
書
面
な
ど
で
報
告

を
行
う
。

③
目
的
外
使
用
に
は
当
た
ら

ず
、
補
助
金
の
返
還
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

町
長

阪本　和俊

石丸　美嗣

だ
ま
さ
れ
た

ほ
ん
と
か
い
や
⁉

話
が
ち
が
う

　
　
　
　
　
　

大
栄
歴
史

文
化
学
習

館
は
現
在
、
通
称
青
山
剛

昌
ふ
る
さ
と
館
と
し
て
運

営
を
さ
れ
て
い
る
。
地
域

間
交
流
の
拠
点
と
し
て
、

観
光
客
な
ど
を
呼
び
込
む

こ
と
を
目
的
に
、
展
示
施

設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。新
た
な
北
栄
町
農
業
・

砂
丘
地
農
業
の
振
興
発
展

を
目
指
し
て
取
り
組
む

と
、
県
へ
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
議
会
に
対
す
る
説

明
は
さ
れ
て
い
な
い
。
現

状
で
は
目
的
外
使
用
で
は

な
い
か
。

石
丸
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目的外目的外では
大栄歴史文化学習館

目的外使用

答「返還はない」
経緯経緯とと対応対応

ふるさと館

答「現在の展示を続行」

荒れたままの体験農園（ふるさと館南側）



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
な

ど
社
会
的

弱
者
の
投
票
を
阻
害
す
る

よ
う
な
こ
と
は
、
す
べ
き

で
な
い
。

①
前
回
の
投
票
所
の
縮
小

で
も
交
通
弱
者
へ
の
対
策

が
な
か
っ
た
。
有
権
者
の

投
票
機
会
の
保
障
を
ど
う

考
え
る
の
か
。

②
縮
小
理
由
の
「
有
権
者

数
の
減
少
」、「
立
会
人
や

事
務
従
事
者
の
確
保
に
苦

慮
」、「
経
費
削
減
の
た
め
」

は
妥
当
な
の
か
。

③
投
票
率
の
向
上
に
は
何

が
必
要
か

長
谷
川

長
谷
川
昭
二
議
員
・
津
川
俊
仁
議
員

長
谷
川
昭
二
議
員
・
津
川
俊
仁
議
員

池
田
捷
昭
議
員
・
奥
田
伸
行
議
員

池
田
捷
昭
議
員
・
奥
田
伸
行
議
員

出
向
職
員
と
の
つ
な
が
り

　
　
　
　
　
　

今
年
の
３

月
で
野
村

産
業
振
興
課
長
が
国
へ
帰

ら
れ
た
。
彼
が
町
に
残
し

た
遺
産
を
組
織
に
つ
な
げ

た
い
。

①
何
の
目
的
で
国
か
ら
来

て
い
た
だ
い
た
の
か
。

②
そ
の
思
い
は
達
成
さ
れ

池
田

た
の
か
。総
括
と
評
価
は
。

③
帰
ら
れ
た
後
も
、
町
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
と
の

思
い
に
対
し
、
職
員
は
相

談
や
情
報
交
換
を
し
て
い

る
の
か
。

い
た
と
、
高
く
評
価
し
て
い

る
。

③
現
在
も
、
担
当
職
員
や
そ

の
他
の
職
員
が
、相
談
な
り
、

情
報
交
換
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

①
廃
止
時
の

入
居
者
数
。

賃
貸
住
宅
を
町
営
と
し
て
借

り
上
げ
る
か
、
家
賃
補
助
を

行
う
か
で
検
討
し
て
い
る
。

②
譲
渡
時
、
非
購
入
希
望
者

が
基
準
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
民
間
賃
貸
へ
町
営
住
宅

と
同
じ
条
件
で
入
居
し
て
い

た
だ
く
。
足
並
み
が
そ
ろ
わ

な
く
て
も
、
希
望
者
に
は
譲

渡
す
る
。

③
収
入
基
準
を
町
で
定
め
ら

町
長

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

引
き
下
げ
を
行
い
、
低
収
入

の
方
へ
提
供
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

④
公
設
公
営
、
公
設
民
営
の

２
点
で
検
討
中
。

池田　捷昭

た
の

長谷川　昭二

国国
の
情
報
収
集

情
報
収
集
をを

機
会
う
ば
う
な

国
と
の
パ
イ
プ
！

公
営
住
宅

答「
希
望
者
に
は
譲
渡
」

津川　俊仁

今
後
今
後
の
方
針
方
針
はは

　
　
　
　
　
　

①
向
山
団

地
は
耐
用

年
数
を
待
っ
て
用
途
廃
止

と
し
、
民
間
賃
貸
住
宅
で

対
応
の
方
針
だ
が
、
件
数

と
具
体
的
手
法
は
。

②
中
央
団
地
、
六
尾
北
団

地
は
、
耐
用
年
数
を
待
っ

て
譲
渡
の
方
針
だ
が
、
入

居
者
が
購
入
し
な
い
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。
全
世

帯
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な

津
川

い
場
合
と
、
県
営
住
宅
の

扱
い
は
。

③
現
在
、「
入
居
者
が
固

定
化
の
傾
向
に
あ
り
、
新

た
な
入
居
希
望
者
が
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
」

と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
解

決
策
は
。

④
由
良
宿
団
地
は
建
て
替

え
の
方
針
だ
が
、
そ
の
具

体
策
は
。

ど
う
す
る

①
投
票
所
ま
で
の
距
離
は
、

従
来
設
定
基
準
の
３
㎞
か
ら

変
更
し
て
い
な
い
の
で
、
今

回
も
特
に
対
策
は
し
な
い
。

投
票
機
会
の
保
障
は
、
期
日

前
投
票
制
度
が
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
選
挙
は
国

民
が
政
治
に
参
加
す
る
機
会

の
代
表
的
な
も
の
。
そ
の
権

利
の
保
障
は
重
要
で
あ
る

が
、
同
時
に
選
挙
の
正
確
か

つ
、
確
実
な
執
行
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。

②
現
状
の
投
票
所
数
で
は
、

近
い
将
来
運
営
に
無
理
が
生

じ
る
の
で
、見
直
し
を
行
う
。

③
投
票
率
の
向
上
に
は
有
権

者
へ
の
周
知
・
啓
発
が
一
番
。

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
、
選
挙
へ
の
参
加
、

投
票
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

答「
常
に
し
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　

今
期
も
３

年
が
経
過

し
た
。
こ
の
３
年
間
の
行

政
運
営（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

の
実
現
効
果
と
評
価
は
。

ま
た
、
特
に
不
十
分
だ
と

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
残

り
１
年
で
ど
の
よ
う
に
力

を
入
れ
て
い
く
の
か
。

奥
田奥田　伸行

　
　
　
　
　
　

各
種
事
業

実
施
は
概

ね
順
調
に
推
移
し
て
い
る

と
考
え
て
お
り
、
評
価
を

頂
い
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
と
い
う
事

業
も
す
で
に
着
手
し
て
お

り
、
残
り
の
１
年
で
ほ
ぼ

達
成
・
将
来
の
事
業
展
開

の
足
掛
か
り
ま
で
行
け
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
よ

り
良
い
も
の
と
す
る
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ア
を
頂
き
な
が
ら
こ
れ
ま

で
の
総
仕
上
げ
を
し
て
い

く
。 町

長

選
挙
管
理
委
員
長

評
価
は
満
足
か

　
　
　
　
　
　

①
国
の
職
員

と
し
て
、
異

な
っ
た
視
点
や
発
想
に
よ

り
、
農
業
政
策
の
課
題
を
洗

い
出
し
、
的
確
な
対
応
策
を

実
行
し
て
い
た
だ
く
た
め
。

②
期
待
し
て
い
た
こ
と
を

し
っ
か
り
実
践
し
て
い
た
だ

町
長
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投票所の縮小案

答「期日前投票で」
投票機会投票機会のの保障保障

政　策

　町長の手腕

答「順調に推移」
行政運営はは

政　策



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

石丸　美嗣

飯
田
正
征
議
員
・
池
田
捷
昭
議
員

飯
田
正
征
議
員
・
池
田
捷
昭
議
員

奥
田
伸
行
議
員
・
石
丸
美
嗣
議
員

奥
田
伸
行
議
員
・
石
丸
美
嗣
議
員

　
　
　
　
　
　

血
管
・
骨
・

腸
年
齢
、

さ
ら
に
筋
力
年
齢
を
若
く

保
つ
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
町
民
の
健
康
年
齢
を

把
握
し
、
食
生
活
や
運
動

面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
予
防
策
の
効
果
が
あ

が
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

個
人
の
診
療
費
の
軽
減

や
、
行
政
の
負
担
軽
減
に

伴
う
保
険
料
の
引
き
下
げ

に
つ
な
が
る
の
で
は
。

奥
田

　
　
　
　
　
　

町
民
運
動
会

は
、
自
治
会

相
互
の
親
睦
と
健
康
維
持
増

進
を
目
的
に
開
催
し
た
。
今

後
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
を

強
力
に
展
開
し
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
裾
野
の
拡
大
を

図
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

本
町
の
健
康

寿
命
は
、
市

町
村
ご
と
の
デ
ー
タ
が
公
表

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
把
握

で
き
て
い
な
い
。
要
介
護
認

定
率
が
国
や
県
よ
り
高
い
こ

と
か
ら
、
本
町
の
健
康
寿
命

は
短
い
と
思
わ
れ
る
。
運
動

面
、
食
生
活
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
は
重
要
だ
が
、
健
康
寿
命

の
み
に
効
果
的
な
方
法
は
な

い
の
で
、「
健
康
ほ
く
え
い

計
画
」
に
沿
っ
て
、
誰
も
が

健
康
で
過
ご
せ
る
町
の
実
現

に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　

①
セ
ン
タ
ー

は
現
況
を
把

握
し
、
民
生
児
童
委
員
の
協

力
を
得
て
訪
問
す
る
な
ど
、

確
認
、
適
切
な
支
援
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

②
防
災
担
当
、
福
祉
担
当
な

ど
連
携
を
図
っ
て
い
く
が
、

地
域
で
の
支
え
合
い
が
重
要

で
あ
る
。

③
支
援
が
必
要
な
方
で
は
な

く
難
し
い
面
が
あ
っ
た
。
今

後
は
十
分
な
対
応
を
取
る
よ

う
心
が
け
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

空
き
店
舗
の

野
菜
直
売
所

な
ど
へ
の
活
用
を
Ｊ
Ａ
に
提

言
し
た
い
。
買
い
物
弱
者
対

策
と
し
て
、
買
い
物
支
援
シ

ス
テ
ム
（
日
南
町
の
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
を
活
用
し
た
高
齢
者
買
い

物
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
に
よ
り

対
応
で
き
な
い
か
提
言
も
し

て
み
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　

高
齢
者

だ
け
の

世
帯
、独
居
の
人
が
年
々

増
え
、
自
動
車
を
運
転

で
き
な
い
買
い
物
弱
者

は
、
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
。
行
政
と

し
て
、
何
ら
か
の
指
導
、

支
援
を
さ
れ
た
ら
と
考

え
る
。 池

田

　
　
　
　
　
　

以
前
開
催

し
て
い
た

ス
ポ
レ
ク
祭
を
町
民
運
動

会
に
変
更
し
、
全
町
民
に

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る

が
、劣
る
企
画
だ
と
思
う
。

「
生
涯
を
通
じ
て
運
動
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
豊

か
で
活
力
あ
る
生
活
を
営

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

石
丸

町
と
北
栄
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
体
育
指
導
委
員
と
協

働
し
た
体
育
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
推
進
し
て
い
く
」
と

１
年
前
の
議
会
で
答
弁
さ

れ
た
。
そ
の
後
目
新
し
い

振
興
策
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。

何
か
し
た
の
？

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

答「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
強
化
」

実
施
実
施
し
た
の
か

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

孤
立
化

孤
立
化
とと
孤
独
死

飯田　正征

も
っ
と
動
け

　
　
　
　
　
　

①
セ
ン

タ
ー
は
、

全
戸
訪
問
を
し
て
相
談
に

の
り
、
必
要
な
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
孤
立
化
な
ど
の
防
止
策

が
、
自
治
会
・
民
生
児
童

委
員
等
に
任
せ
き
り
に

飯
田

な
っ
て
い
な
い
か
。

③
今
年
、
事
前
に
情
報
提

供
が
あ
っ
た
の
に
孤
独
死

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、
３

か
月
も
た
っ
て
か
ら
住
民

に
聞
き
取
り
調
査
を
す
る

な
ど
、
対
応
が
不
十
分

だ
っ
た
の
で
は
。

答「
地
域
で
支
え
合
い
」

池田　捷昭

閉店・中北条Ａコープ

答「積極的な提案を促す」
買物弱者買物弱者へへの対応はは
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健康寿命を延ばすため

答「計画に沿って」
予防策予防策がが効果大効果大

福　祉 福　祉

奥田　伸行

筋
ト
レ
し
よ
う

困
っ
と
る

試食をしながらの健康講座

６月30日閉店した中北条店



※
５ 　
「
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
」
と
い
う
心
理
検
査
。
子
ど
も

達
の
学
級
生
活
で
の
満
足
度
と
意
欲
を
測

定
す
る
も
の
。

い
じ
め
の
実
態
と

男
女
共
同
参
画

浜本武代浜本武代奥田　伸行

防
止
策

防
止
策
はは

取
り
組
み

取
り
組
み
はは

答「
概
要
版
を
作
成
」

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

①
全
教
職
員
間
で
共
通
理
解

を
図
り
、
気
に
な
る
児
童
に

つ
い
て
は
、
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
る
。
担
任
だ
け
が

抱
え
込
ま
な
い
よ
う
、
学
年

主
任
、
生
徒
指
導
主
任
、
管

理
職
で
対
応
を
協
議
す
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

②
校
内
で
作
成
し
、
学
期
ご

と
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
学

校
も
あ
る
。
ま
た
、
全
校
で

毎
年
※
５
Ｑ
Ｕ
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。
前
学
期
の
反
省

を
踏
ま
え
て
、
学
級
経
営
を

見
直
す
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。奥

田
伸
行
議
員
・
飯
田
正
征
議
員

奥
田
伸
行
議
員
・
飯
田
正
征
議
員

浜
本
武
代
議
員
・
阪
本
和
俊
議
員

浜
本
武
代
議
員
・
阪
本
和
俊
議
員

　
　
　
　
　
　

①
い
じ
め

の
実
態
調

査
を
し
て
い
る
が
、
状
況

と
問
題
に
対
す
る
防
止
対

策
は
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
町

内
の
学
校
が
統
一
し
た
も

の
に
し
、
無
記
名
に
し
て

は
ど
う
か
。

③
町
内
の
中
学
校
で
、「
私

飯
田

は
今
日
自
殺
し
ま
す
」
と

書
か
れ
た
フ
セ
ン
が
発
見

さ
れ
た
。
教
育
委
員
会
は

３
か
月
前
の
こ
の
事
例
に

つ
い
て
、
質
問
が
あ
る
ま

で
議
会
に
報
告
し
て
い
な

い
。
学
校
を
か
ば
う
体
質

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

対
応
、処
置
、調
査
結
果
は
。

　
　
　
　
　
　

学
校
も
保

護
者
も
、

い
じ
め
問
題
に
対
す
る
適

切
な
対
応
・
解
決
の
仕
方

が
分
か
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
い
じ
め
対
策
の
現

状
と
対
策
は
。

①
い
じ
め
の
未
然
防
止
に

向
け
て
の
手
立
て
。

②
担
任
と
し
て
学
級
運
営

を
見
直
す
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
作
成
。

奥
田

答「
し
っ
か
り
観
察
」

　
　
　
　
　
　

第
２
次
北

栄
町
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
Ｈ
24

〜
28
の
実
現
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。

　

自
治
会
が
自
主
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
普
及
・

啓
発
の
支
援
活
動
を
し
て

は
。 浜

本

　
　
　
　
　
　

国
際
ま
ん

が
博
に
合

わ
せ
、
北
栄
町
も
観
光
客

を
受
け
入
れ
し
よ
う
と
す

る
に
は
、
町
の
対
応
が
お

粗
末
で
あ
る
。
体
験
農
園

や
道
路
は
雑
草
だ
ら
け
。

白
砂
青
松
を
う
た
う
砂
浜

は
ご
み
が
散
乱
し
て
い

る
。
ど
ん
な
管
理
を
し
て

い
る
の
か
。

阪
本

　
　
　
　
　
　

計
画
の
概
要

版
を
作
成
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
新
し

い
考
え
方
や
具
体
的
目
標
、

男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む

積
極
的
な
事
例
、
町
民
の
意

見
、
自
治
会
と
の
意
見
交
換

も
盛
り
込
む
。
概
要
版
は
分

か
り
や
す
い
内
容
に
し
て
、

機
会
あ
る
ご
と
に
町
民
に
説

明
し
た
い
。

町
長

ま
ず
は
地
域
か
ら

私
に
相
談
し
て

飯田　正征

も
っ
と
真
剣
に

①
中
学
校
で
は
今
年
６
件
。

う
ち
５
件
は
解
決
に
至
っ
て

い
な
い
。
小
学
校
で
は
２
件

あ
っ
た
が
解
決
。
防
止
策
と

し
て
、
教
職
員
間
で
共
通
理

解
を
図
り
、
観
察
と
指
導
、

相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
て

い
る
。

②
校
長
間
で
検
討
。
早
期
解

決
を
目
指
し
記
名
と
し
た
。

③
学
校
を
か
ば
う
体
質
は
な

い
。
校
長
と
生
徒
指
導
担
当

が
全
生
徒
に
話
を
し
、
保
護

者
に
は
様
子
を
見
て
い
た
だ

く
よ
う
依
頼
し
た
。
個
人
を

特
定
で
き
て
い
な
い
の
で
、

継
続
し
て
観
察
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

体
験
農
園

は
、
地
元
関

係
者
に
協
力
い
た
だ
き
、
８

月
に
行
な
っ
た
が
、
ま
ん
が

博
の
開
始
や
集
客
の
ピ
ー
ク

が
来
る
前
に
、
早
く
す
べ
き

で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
コ
ナ
ン
通

り
や
ふ
る
さ
と
館
駐
車
場
周

辺
の
除
草
、
植
栽
管
理
は
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
辺

り
一
帯
を
観
光
地
と
し
て
捉

え
、
今
後
は
適
宜
、
適
切
な

管
理
を
行
っ
て
い
く
。

町
長

阪本　和俊

浜本　武代

町
を
き
れ
い
に

国際まんが博

答「気配りで対応」
対応対応ががおそまつおそまつ

教
育
委
員
長

教
育
委
員
長

議会だより北栄 27号
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いじめ問題

未然未然防止対策防止対策
答「共通理解と情報共有」

教　育 町づくり

職員研修

ボランティアによる清掃活動



長谷川　昭二

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

宣
言
ま
で
は

し
な
い
が
、

「
住
民
の
犠
牲
の
上
に
経
済

が
優
先
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
」「
子
ど
も
の
生
涯
に
わ
た

る
健
康
不
安
を
も
た
ら
す
よ

う
な
も
の
は
、
決
し
て
取
り

扱
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
設
立
趣
旨
の
「
脱
原
発
を

め
ざ
す
首
長
会
議
」
に
賛
同

し
、
参
加
し
た
。
町
と
し
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
核

町
長

　
　
　
　
　
　

①
新
制
度
へ

は
今
年
の
11

月
に
移
行
。
売
電
収
入
は
、

現
在
の
２
億
５
千
万
円
に
対

し
、
約
４
億
６
千
万
円
の
見

込
み
。

②
経
年
劣
化
を
考
え
て
も
、

約
１
億
６
千
万
円
の
黒
字
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
の
大
半
を
基
金
に
積

立
、
残
り
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
還
元
で
き
る
政
策
に
使
い

た
い
。

町
長

長
谷
川
昭
二
議
員
・
津
川
俊
仁
議
員

　
　
　
　
　
　

福
島
第
一

原
発
で
の

事
故
の
収
束
は
先
が
見
え

な
い
。
40
・
50
年
度
に
は

原
発
に
依
存
し
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
が
必
要
で
あ

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

町
長
自
ら
が
脱
原
発
宣
言

を
行
い
、
そ
の
方
針
に
基

づ
い
た
政
策
運
営
を
す
べ

き
と
考
え
る
。

津
川

井
上
信
一
郎
議
員
・
石
丸
美
嗣
議
員

井
上
信
一
郎
議
員
・
石
丸
美
嗣
議
員

と
し
た
、
自
立
し
た
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議会だより北栄 27号
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エネルギー

石丸　美嗣

め
、
故
障
な
ど
の
不
具
合

も
あ
る
。
２
号
機
の
故
障

原
因
は
、
発
電
機
の
ベ
ア

リ
ン
グ
破
損
と
判
断
し
交

換
し
た
が
、
増
速
機
か
ら

異
音
が
確
認
さ
れ
た
。
調

査
の
結
果
、
別
の
シ
ャ
フ

ト
の
ベ
ア
リ
ン
グ
が
破
損

し
て
い
た
。
原
因
は
現
在

調
査
中
。
こ
の
種
の
故
障

は
全
国
の
風
力
発
電
所
で

も
発
生
し
て
お
り
、
や
む

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

長
期
に

わ
た
っ

て
停
止
し
て
い
る
風
車

が
あ
る
。
故
障
の
原
因

と
そ
の
要
因
に
つ
い

て
、
詳
細
な
報
告
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
、

一
般
町
民
に
も
分
か
り

や
す
く
図
面
を
示
し
て

説
明
を
求
む
。

石
丸

風力発電所

故障原因故障原因のの探求探求
答「現在調査中」

エネルギー

風
力
発
電

北
栄
版

北
栄
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

エ
コ
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　

７
月
１
日

か
ら
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
買

い
取
り
制
度
が
始
ま
っ

た
。
既
存
施
設
が
新
制
度

の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
あ
り
、

期
限
は
11
月
１
日
で
あ

る
。
申
請
に
向
け
て
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し

は
。

　

売
電
収
入
が
増
え
る
な

ら
、
一
般
家
庭
や
事
業
所

井
上

答「
何
か
の
形
で
還
元
」

井上　信一郎

津川　俊仁

　
　
　
　
　
　

今
回
の
制
度

で
、
２
億
１

千
万
円
の
増
収
。（
１
億
６

千
万
円
の
黒
字
）
が
見
込
ま

れ
る
が
、
借
り
入
れ
条
件
で

繰
上
償
還
は
で
き
な
い
。

　

今
後
の
修
繕
費
や
収
支
決

町
長

　
　
　
　
　
　

①
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
買
い
取
り
価
格
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。
本
町

の
風
力
発
電
の
増
収
見
込

み
は
。

②
こ
れ
ま
で
、
借
入
金
返

済
の
目
処
が
つ
く
ま
で

は
、
売
電
収
益
を
使
わ
な

い
と
し
て
き
た
が
、
計
画

外
の
収
益
が
見
込
ま
れ
、

状
況
は
大
き
く
変
わ
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
収
益
増
を
今
後
の
住

民
施
策
に
ど
う
生
か
す
の

か
。 長

谷
川

安
心
安
全
の
町

脱脱
原
発
宣
言

原
発
宣
言
をを

答「
宣
言
ま
で
は
し
な
い
が
」

ま
ず
町
民
へ

み
ん
な
で
省
エ
ネ

将
来
を
見
据
え

に
対
し
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
や
エ
コ
家
電
購
入
補

助
、
そ
し
て
北
栄
版
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
な

ど
、
省
エ
ネ
の
普
及
促
進

が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
と
考

え
る
。

風力発電の固定買収

　　　　　　　　　　　　チャンスチャンス
答「まず積立・残り還元」

勉
強
し
て
よ
！

Ring gear
Torque arm

Carrier bearings

Planet carrier

Planet pinions(3)

Planet bearings(6)

Sun pinion

High speed pinion

High speed gear

Intermediate pinion

Bearings

Intermediate gear

ローター（ブレード）側

高速シャフト

中速シャフト

低速シャフト

発電機側

増速機（ギアボックス）　断面図

損傷が確認された部位

まちづくりにまちづくりに

算
を
見
極
め
た
う
え
で
、
町

民
に
還
元
で
き
る
政
策
に
使

用
す
る
。

　
　
　
　
　
　

風
車
は
、

年
中
休
み

な
し
に
稼
働
し
て
い
る
た

町
長



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

飯
田
正
征
議
員
・
津
川
俊
仁
議
員

阪
本
和
俊
議
員

　
　
　
　
　
　

町
有
財
産

の
管
理
が

ず
さ
ん
で
は
な
い
か
。

①
六
尾
北
Ｊ
Ｒ
際
の
植
木

が
枯
れ
て
い
る
。

②
前
田
寛
治
を
は
じ
め
と

す
る
絵
画
（
北
条
歴
史
民

俗
資
料
館
所
蔵
）
を
き
ち

ん
と
管
理
し
、
今
以
上
に

阪
本

　
　
　
　
　
　

津
波
ハ

ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
製
、
標
高
表

示
シ
ー
ル
の
設
置
が
未
だ

に
さ
れ
て
い
な
い
。

①
市
町
村
ご
と
に
想
定
さ

れ
る
最
大
津
波
被
害
の
状

況
は
、
県
政
だ
よ
り
に
詳

し
く
記
載
し
て
あ
る
の

に
、
本
町
は
な
ぜ
進
ん
で

い
な
い
の
か
。

②
標
高
表
示
は
、
メ
ー
ト

ル
単
位
で
は
な
く
、
10
セ

ン
チ
単
位
で
す
べ
き
と
考

え
る
。

飯
田

　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で

と
視
点
を

変
え
て
、
理
想
の
農
家
像

を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
後
の
取
る
べ
き
農

業
政
策
も
変
わ
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
会

長
と
し
て
、
今
後
の
農
業

政
策
を
推
進
す
る
上
で
、

本
町
に
望
む
こ
と
は
。

津
川

　
　
　
　
　
　

経
済
状
況

が
大
き
く

変
化
し
、
土
地
の
評
価
額

も
実
勢
価
格
も
大
幅
に
下

落
し
て
い
る
。
北
栄
町
の

隠
れ
た
借
金
と
も
い
え

る
。
財
政
調
整
基
金
の
あ

る
う
ち
に
、
北
栄
町
と
し

て
管
理
し
て
は
ど
う
か
。

阪
本

活
用
し
て
欲
し
い
。
倉
吉

博
物
館
に
管
理
委
託
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

③
以
前
、
大
栄
歴
史
文
化

学
習
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
文
化
財
を
、
整
理
・
展

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

①
半
分
近
く

枯
れ
て
い
る

が
、
一
部
芽
が
出
る
な
ど
持

ち
直
し
も
見
ら
れ
る
の
で
、

当
面
様
子
を
見
守
り
た
い
。

②
館
は
常
時
、
除
湿
機
を
稼

働
さ
せ
、
年
に
１
度
は
全
館

燻
蒸
処
理
を
施
し
て
い
る
。

活
用
に
つ
い
て
は
、
年
間
を

通
じ
て
の
企
画
展
や
、
中
央

公
民
館
大
栄
分
間
で
の
巡
回

展
示
を
開
催
し
、
町
内
外
の

町
長

　
　
　
　
　
　

東
園
稲
葉

団
地
は
、

当
初
金
融
機
関
か
ら
の
借

り
入
れ
を
繰
り
返
し
て
い

た
が
、
金
利
負
担
が
大
き

く
、
平
成
19
年
か
ら
町
が

無
利
子
で
貸
し
付
け
て
い

る
。
公
社
を
離
脱
あ
る
い

は
解
散
も
視
野
に
、
起
債

に
す
る
の
か
、
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
し
て
買
い

戻
し
す
る
の
か
、
有
益
な

方
策
を
検
討
し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　

理
想
的
な
農

家
像
と
は
、

家
族
全
員
が
心
身
と
も
に
健

全
で
、
生
産
基
盤
が
整
備
さ

れ
規
模
拡
大
や
農
業
経
営
に

意
欲
的
で
あ
る
こ
と
。

　

町
長
答
弁
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
さ
ら
に
後
継
者
が
あ

り
、
地
域
や
社
会
に
貢
献
で

き
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

農
業
政
策
推
進
に
あ
た
っ

て
の
要
望
は
、

町
長

１
、
農
業
振
興
条
例
の
制
定
。

２
、
農
業
塾
な
ど
自
立
す
る

た
め
の
支
援
。

３
、
行
政
、
議
会
、
Ｊ
Ａ
、

農
業
者
が
四
輪
駆
動
と
な
っ

て
牽
引
し
て
い
く
体
制
づ
く

り
と
意
識
改
革
。

　
　
　
　
　
　

①
土
砂
、
洪

水
な
ど
の
避

難
所
情
報
、
防
災
情
報
を
盛

り
込
ん
だ
総
合
マ
ッ
プ
を
今

年
度
中
に
配
布
す
る
。
表
示

は
、
県
の
統
一
デ
ザ
イ
ン
を

待
っ
て
い
た
が
、公
共
施
設
、

自
治
会
な
ど
80
か
所
に
設
置

予
定
。

②
標
高
表
示
は
自
分
が
い
る

場
所
が
ど
れ
位
か
を
、
大
ま

か
に
把
握
す
る
の
が
主
目

的
。
測
量
な
ど
経
費
も
か
か

り
必
要
で
な
い
と
考
え
る
。

町
長

方
に
見
て
い
た
だ
く
形
に
し

て
い
る
。
町
所
有
の
文
化
芸

術
品
は
、
町
の
施
設
に
あ
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

③
大
栄
地
区
の
埋
蔵
文
化
財

は
、
北
条
歴
史
民
俗
資
料
館

で
の
収
蔵
品
展
な
ど
で
展
示

し
て
い
る
。
復
元
未
完
成
土

器
な
ど
は
、
民
具
な
ど
と
一

緒
に
大
栄
小
学
校
で
子
ど
も

達
の
活
き
た
教
材
と
し
て
活

用
を
予
定
。

静物花（北条歴史民俗資料館収蔵）

農
業
委
員
会
長

H3年
2億4千万円
（20,000㎡）
H11年以降
2億1千万円
（11,600㎡）
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町
有
財
産
・
文
化
財

管
理
管
理
がが
ず
さ
ん

ず
さ
ん

答「
整
理
し
管
理
」

阪本　和俊

町
民
の
財
産
だ
‼

飯田　正征

標高表示シール

なぜなぜ進まない
答「統一デザイン待ち」

早
く
し
て
よ

農
業
の
町

理
想
理
想
のの
農
家
像

農
家
像
はは

答「
安
定
収
入
」

答「
家
庭
円
満
」

津川　俊仁

会
長
が
理
想
！

財産管理防災・農業

解散して

町有町有でで管理
答「解散を視野に」

土地開発公社土地開発公社

９月23日町防災訓練（対策本部）



古　　墳（北栄町役場大栄庁舎）防　空　壕（旧北条中学校跡）

と
こ
ろ　

由
良
宿

　

西
穂
波
に
あ
っ
た
も
の
を
、(

昭
57
年)

現

在
の
場
所
に
移
転･

復
元
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ　

田
井

　

田
井
・
国
坂
浜
の
周
辺
数
か
所
に
、
か
つ

て
海
軍
の
通
信
基
地
が
あ
り
ま
し
た
。

発
行
／
北
栄
町
議
会
　
編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
印
刷
／
勝
美
印
刷

〒
6
8
9
-2
2
9
2
　
鳥
取
県
東
伯
郡
北
栄
町
由
良
宿
 4
2
3
-1

電
話
：
0
8
5
8
-3
7
-2
4
4
5
　
FA
X
：
0
8
5
8
-3
7
-5
3
3
9
 

平
成
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1日
発
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号
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表
紙
写
真

大
栄
中
学
校
運
動
会

　
「
心
は
一
つ
」

 

9
月
8
日
撮
影

発
行
責
任
者

　

議　

長　

青
亀　

恵
一

編
集

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

石
丸　

美
嗣

　
副
委
員
長　

奥
田　

伸
行

　
　
　
　
　

長
谷
川
昭
二

　
　
　
　
　

井
上
信
一
郎

　
　
　
　
　

前
田　

栄
治

　
　
　
　
　

飯
田　

正
征

＊
北
尾
公
民
館

 

11
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

18
時
30
分
〜

＊
米
里
公
民
館

 

11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

19
時
00
分
〜

＊
国
坂
浜
公
民
館

 

11
月
11
日
（
日
）

 
 
 
 
 

19
時
00
分
〜

2

4

知っとんなる？こんな北栄

議会だより

北 栄

議
会
だ
よ
り北
栄

8町
政 問
平成23年度決算

小学生スポーツ
北条野球スポーツ少年団大栄バレーボール育成会

主将、捕手：錦
にしき

田
だ

 拓
たく

斗
と

くん (前列右から３人目)
　　　投手：福

ふく

庭
ば

 瑠
る

璃
り

ちゃん（前列左端）
　６年生最後の公式戦（東伯郡学童野球選手権秋季大会・
決勝戦）におじゃましました。1点ビハインドのまま最終
回。応援席からも、そろいのＴシャツで熱い声援がとびま
す。家庭でもこの大会に向けて、一丸となって臨んでこら
れたそうです。結果は１－０で惜敗し、準優勝で終わりま
したが、最後まで前を向いて胸を張る姿は、とてもかっこ
よかったです!!
（～キャプテン錦田君から後輩たちへ～）
僕はこのチームが大好きです。
だから、今よりもっと強くなって下さい。

主　将：今
いま

田
た

 紫
し

苑
おん

ちゃん（前列中央）

副主将： 長
は

谷
せ

川
がわ

 梨
り

乃
の

ちゃん・福
ふく

光
みつ

 舞
まい

香
か

ちゃん
(前列左から４人目・後列右端）

　「中部バボちゃんリーグ」で優勝した翌週の練習におじゃ
ましました。もう次の目標（スポ少バレーボール交流大会・
中部予選）に向けて、練習に熱が入ります。体育館に響く
子ども達の大きな声とボールの音…。コートの外では保護
者も真剣なまなざしです!!
　監督の指導も時には厳しく、「子どもが自分で納得ので
きるバレー」「子も親も、指導者も成長できるクラブ」を
目指していらっしゃるそうです。
（～キャプテン今田さんから大会に向けた抱負～）
中部では絶対優勝!県大会は上位を狙っていきたいです!!

ふるさと館ふるさと館特集 国坂浜には門柱も残っていて、町内に見
られる唯一の軍事遺産。

全長40ｍの前方後円墳の一部（横穴式石
室）。

頑張ってます！頑張ってます！

お待ちして
います♪
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